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問８ 介護予防のための取組み 

【図8 介護予防のための取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「介護予防のための取組み」については、「掃除や洗濯、調理

など、自分でできることは自分でする」が71.9％で最も多く、次いで「栄養バランスのとれ

た食事をとる」となっている。高齢者世帯全体と同様の傾向であるが、「掃除や洗濯、調理な

ど、自分でできることは自分でする」の割合は１割程度高くなっている。（図8） 

 

問15 終末期に過ごしたい場所 

【図15 終末期に過ごしたい場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の終末期に過ごしたい場所については、「自宅」が31.4％で最も

多く、次いで「病院などの医療機関」となっているが、「自宅」の割合は高齢者世帯全体より

１割低くなっている。（図15） 
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35.5 
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33.1 

17.2 

11.1 
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4.5 

4.6 

0 20 40 60 80

掃除や洗濯、調理など、自分でできること
は自分でする

栄養バランスのとれた食事をとる

歯磨きや入れ歯の手入れを行い、口の中の
健康を保つ

スポーツなどの運動や体操により体力を維持
する

趣味や学習を楽しむ

近所の人や友達と交流する

仕事をする

町会、老人クラブなどの地域活動やボラン
ティア活動に参加する

その他

取り組んでいない

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)

41.5 

31.4 

1.3 

2.0 
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ひとり暮らし世帯
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(%)
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自宅
子どもの家や

親族の家

高齢者向け住宅

特別養護老人ホームや介護付き

有料老人ホームなどの介護施設 病院内に併設される「住まい」の

機能を重視した施設

病院などの

医療機関

その他

わからない 無回答
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16.7 

8.2 

6.8 

6.3 

6.1 

4.3 

1.5 

1.2 

81.0 

34.6 

59.7 

27.7 

32.6 

19.6 

16.0 

7.8 

20.5 

10.3 

6.6 

4.7 

5.9 

4.6 

2.2 

1.3 

0 20 40 60 80 100

急に具合が悪くなったりしたときのこと

あなたや家族の健康のこと

自分自身が認知症になること

生活のための収入のこと

火災や地震など災害のこと

社会の仕組み（法律、年金や健康保険など）
が変わること

頼れる人がいなくなり、ひとりきりの暮らし

になること

子どもや孫の将来のこと

日常の食事づくりや、ひとりでの買い物など

外出すること

困りごとなど相談する相手がいないこと

（場所がわからないこと）

預貯金などを管理すること

土地や家屋など財産のこと

人（近隣、親戚、友人、知人、仲間など）と
の付き合いのこと

悪質商法の被害にあうこと

その他

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=5,833)

ひとり暮らし世帯

(N=1,966)

問17 日常生活全般に対する不安 

【図17 日常生活全般に対する不安】 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「日常生活上不安を感じるか」については、高齢者世帯全体

と比べると「とても不安を感じる」「多少不安を感じる」とも割合が多く、「不安は感じない」

の割合が少なくなっており、ひとり暮らし世帯の方が、不安に感じるとの回答割合が高くなっ

ている。（図17） 

 

問17-1 不安に感じることの内容 

【図17-1 日常生活全般に対する不安】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「日常生活上不安に感じることの内容」については、「急に具

合が悪くなったりしたときのこと」が最も多い回答であり、約８割の方が選択している。（図

17-1） 

9.4 

11.5 

48.2 

52.0 
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高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)
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とても不安を感じる 多少不安を感じる 不安は感じない

わからない

無回答
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問20 近所付き合いの程度 

【図20 近所付き合いの程度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「近所付き合いの程度」については、「互いの家をよく行き来

するくらい」と「ときどき行き来するくらい」をあわせた『近所の方と行き来のある人』に

ついては、高齢者世帯全体に比べて回答割合は高くなっている。（図20） 

 

問20-1 近所付き合いがほとんどない理由 

【図20-1 近所付き合いがほとんどない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「近所付き合いがほとんどない理由」については、「あまり関

わり合いをもちたくない」が最も多く、高齢者世帯全体よりもやや高い回答割合となってい

る。（図20-1）  
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36.2 

32.7 
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33.4 
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11.5 
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3.6 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)
0 20 40 60 80 100

互いの家をよく行き来するくらい

ときどき行き来するくらい

会った時に世間話をするくらい あいさつ程度

ほとんどない

無回答

33.1 

31.5 

20.4 

10.5 

8.8 

8.6 

11.3 

17.8 

2.0 

31.8 

36.1 

22.8 

7.6 

8.2 

7.0 

9.6 

19.2 

0.8 

0 10 20 30 40 50

近所と付き合うきっかけや機会が無い

あまり関わり合いをもちたくない

気の合う人、話の合う人が近くにいない

引っ越してきて間もない

同世代の人が近くにいない

仕事や家事で忙しく時間が無い

その他

特に理由はない

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=931)

ひとり暮らし世帯

(N=355)
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問21 継続的に参加している団体や集まり 

【図21 継続的に参加している団体や集まり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「継続的に参加している団体や集まり」については、概ね高

齢者世帯と同様の傾向となっており、ひとり暮らし世帯の方が回答割合が低くなっている。

（図21） 
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23.3 

6.5 

11.6 
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19.5 
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10.5 

17.7 
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18.8 
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9.9 

48.2 
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安否確認の見守りや声かけ

ちょっとした買い物の手伝い

食事づくりや掃除・洗濯の手伝い

食事のおすそ分け

ゴミ出し

話し相手、相談相手

外出や通院の付き添い

災害時の手助け

その他

特にない

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)
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問23 近隣への支援と近隣からの支援 

【図23 近隣への支援と近隣からの支援】 

〔近所の方へ支援できる〕   〔近所の方から支援してほしい〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「近隣への支援と近隣からの支援」について、近所の方へ支

援できることについては、高齢者世帯全体と同様の傾向であるが、いずれもひとり暮らし世

帯の回答者の方が回答割合は低くなっている。 

近所の方から支援してほしいことでも高齢者世帯全体と同様の傾向であるが、いずれもひ

とり暮らし世帯の回答者の方が回答割合が高くなっている。（図23） 
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食事のおすそ分け

ゴミ出し
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災害時の手助け

その他

特にない

無回答

(MA%)

20.8 
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4.5 

2.6 

7.0 
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4.9 

22.0 

0.6 

11.8 

55.0 

24.6 

10.1 
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6.0 

22.9 

0.9 
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(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)
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問28 介護や支援が必要になった場合に希望する暮らし方 

【図28 介護や支援が必要になった場合に希望する暮らし方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「介護や支援が必要になった場合に希望する暮らし方」につ

いては、「家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい」は、高齢者世帯全体と

比べて回答割合が１割程度低くなっている。 

全体的には、高齢者世帯全体、ひとり暮らし世帯とも、在宅希望の回答割合が最も多い。

（図28） 

 

問29 在宅生活継続のために必要な支援 

【図29 在宅生活継続のために必要な支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「在宅生活継続のために必要な支援」については、概ね高齢

者世帯全体と同様の傾向となっているが、「地域での見守り、隣近所の人同士で声かけができ

ていること」については、ひとり暮らし世帯の回答割合がやや高くなっている。（図29） 
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36.7 

37.2 

12.6 

15.0 

11.0 

11.5 

1.4 

2.0 

14.4 

18.2 

5.0 

6.2 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)
0 20 40 60 80 100

家族などの介護を受けながら、

現在の住宅に住み続けたい
介護保険の居宅介護ｻｰﾋﾞｽを受けな

がら現在の住宅に住み続けたい

高齢者向けに配慮された

住宅に入居したい
特別養護老人ホームや介護老人保健

施設などの施設に入所したい

その他

わからない

無回答

52.5 

37.9 

37.7 

35.7 

35.2 

32.4 

17.4 

15.5 

3.7 

11.0 

48.3 

35.2 

32.2 

31.2 

30.5 

26.6 

19.2 

12.2 

4.6 

14.4 

0 20 40 60

毎日の食事や掃除・洗濯など家事を手伝って
もらえること

在宅での医療や介護サービス等の24時間支援
体制ができていること

病院まで送り迎えしてもらえること

自宅に来てくれる医師や歯科医師、薬剤師な
どの専門職がいること

必要なときに施設に宿泊できること

入浴やトイレなどを介助してもらえること

地域での見守り、隣近所の人同士で声かけが
できていること

住宅を改修するための支援を受けられること

その他

無回答

(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)
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問36 孤立死について考えること 

【図36 孤立死について考えること】 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「孤立死について考えること」は、「とても身近に感じる」「や

や身近に感じる」をあわせた割合は、高齢者世帯全体が34.7％であるのに対して、ひとり暮

らし世帯は55.9％と大きな差がみられる。（図36） 

 

問37 地域での見守り活動の認知度と必要性 

【図37 地域での見守り活動の認知度と必要性】 

【認知度（知っている）】 【必要性（必要(有効)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「地域での見守り活動の認知度と必要性」については、認知

度・必要性とも高齢者世帯全体と同様の傾向となっており、概ね高齢者世帯全体より割合が

低くなっている。（図37）  
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(N=3,096)
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感じる

やや身近に

感じる あまり身近に感じない

まったく身近に感じない

わからない

無回答
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7.1 

10.0 
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9.9 

16.5 

28.1 

16.0 

5.4 

6.5 

8.5 

7.8 

16.4 

8.2 

10.8 

12.4 

50.6 

26.6 

7.5 

8.3 

6.4 

8.6 

14.8 

24.7 

14.3 

5.5 

6.6 

7.8 

7.1 

15.4 

7.9 

11.7 

11.7 

53.5 

0 20 40 60

緊急時にボタンを押すだけで自動的に
通報され助けが来るサービス

健康相談に看護師などが24時間対応して
くれるサービス

地域ﾈｯﾄﾜｰｸ委員・推進員等による区毎の
見守り・支援活動の取組み

「見守り相談室」と地域の連携による
見守り・支援の取組み

地域住民による友愛訪問などの高齢者の
安否確認などの取組み

弁当の配食時に安否確認を行う取組み

集会所などで会食会を催し地域交流を
深める取組み

身近な地域で行われている運動や体操等
の通いの場

定期的に電話で安否確認を行う取組み

ごみの引き取り時に異常があれば緊急
連絡先に通報するサービス

電気、ガス、水道の利用情報を活用した
安否確認

新聞や牛乳配達時の安否確認

介護保険サービスなどの利用

健康づくりや介護予防に関する取組み

友人や知人とのつながり

近所の人と声を掛け合うこと

無回答

(MA%)

50.8 

36.5 

26.1 

24.4 

31.6 

26.5 

19.8 

18.4 

26.1 

21.2 

31.7 

22.6 

25.8 

20.5 

32.8 

38.2 

29.3 

47.3 

32.2 

23.1 

21.4 

27.3 

22.2 

17.4 

16.2 

23.8 

18.7 

28.0 

19.2 

22.6 

18.7 

30.7 

32.6 

33.2 

0 20 40 60
(MA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)
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問38、問38-1 災害時・緊急時にひとりで避難が可能か・手助けを頼める人の有無 

【図38 災害時・緊急時にひとりで避難が可能か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図38-1 手助けを頼める人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「災害時・緊急時にひとりで避難が可能か」については、「ひ

とりで判断できるが、避難はできない」と「ひとりでは判断できないし、避難もできない」

をあわせた『避難できない』方の割合は、高齢者世帯全体よりも高くなっている。（図38） 

また、『避難できない』と回答した人に、手助けを頼める人の有無をたずねると、ひとり暮

らし世帯では、「いない」との回答が46.0％であり、高齢者世帯全体の約２倍となっている。

（図38-1） 
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65.5 

11.2 

13.4 

5.6 
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8.7 
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6.8 

高齢者世帯
(N=10,128)

ひとり暮らし世帯
(N=3,096)

(%)
0 20 40 60 80 100

避難できる

ひとりで判断できるが、

避難はできない

ひとりでは判断できないし、

避難もできない

わからない

無回答

避難ができない方 

27.4 

9.5 

42.3 

35.1 

23.1 

46.0 

4.9 

7.3 

2.4 

2.0 

高齢者世帯
(N=1,700)

ひとり暮らし世帯
(N=589)

(%)
0 20 40 60 80 100

常時いる 時間帯によってはいる いない

わからない

無回答
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38.4 

28.1 

22.5 

21.4 

18.2 

18.0 

17.0 

16.3 

16.3 

14.2 

8.6 

8.2 

7.8 

7.5 

4.9 

2.4 

0.7 

4.8 

9.0 

34.3 

26.7 

18.5 

20.1 

16.5 

18.2 

15.7 

13.8 

17.3 

13.8 

7.8 

8.6 

7.3 

7.5 

4.6 

2.4 

0.9 

6.1 

11.7 

0 20 40 60

健康づくり・介護予防の充実

介護保険サービス（居宅サービス）の充実

在宅医療など地域での適正な医療提供体制の
充実

生きがいづくり

公園や歩道など、安心して外出・休息できる
場の整備

高齢者向け住宅や住宅改修助成の充実

介護保険サービス（施設サービス）の充実

認知症に関する施策の充実

高齢者施策に関する情報の提供と相談

防災対策の充実

公共交通機関のバリアフリー化の促進

民生委員・町会などの地域の見守り、相談機能
の充実

就労支援

介護保険外サービスの充実

若い世代との交流を促進するしくみづくり

虐待防止や財産保全などの権利擁護

その他

特にない

無回答

(3ＬA%)

高齢者世帯

(N=10,128)

ひとり暮らし世帯

(N=3,096)

問45 重点を置くべきと考える高齢者施策 

【図45 重点を置くべきと考える高齢者施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし世帯の回答者の「重点を置くべきと考える高齢者施策」については、高齢者

世帯全体と概ね同様の傾向であるが、「高齢者向け住宅や住宅改修助成の充実」、「高齢者施策

に関する情報の提供と相談」、「民生委員・町会などの地域の見守り、相談機能の充実」、「特

にない」において、高齢者世帯全体よりもやや高い回答割合となっている。（図45） 

 


